
市民の宝 輝く瞳
府屋獅子舞

（山北地区 府屋）
市無形民俗文化財の府屋獅子舞。保存会の方による
大獅子舞とともに、小学生３人が一組となって、小
獅子舞と豆さし踊り（写真）が元気いっぱいに披露
されました。復活した府屋獅子舞の伝統を、子ども
たちが受け継いでいます。
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一
般
会
計
決
算
審
査

市内と関川村の122ヶ所を２台で巡回する移動図書館車

349億円のゆくえは

　26年度の一般会計決算認定は、議長を除く全議員で構成される「一般会計予算・決算
審査特別委員会」に付託され、慎重に審査されました。
　審査は３日間に渡り行われ、多くの質疑がありましたが、その主なものを紹介します。

（特別会計の決算審査内容は、12～14ページに掲載しています。）

一
般
会
計
決
算
審
査

　

総
務
文
教
分
科
会

　

ま
ち
協
交
付
金

　
　
　
有
効
に
活
用
か

【
歳
入
】

・
諸
収
入

 

問  	

奨
学
金
貸
付
の
返
還
金
滞
納

が
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
対

策
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

 

答  	

返
還
金
滞
納
へ
の
事
務
処
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
滞
納
と

な
ら
な
い
よ
う
に
細
や
か
な
対
応

を
取
っ
て
い
き
ま
す
。

【
歳
出
】

・
総
務
費

 

問  	

各
施
設
に
配
備
さ
れ
て
い
る

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

の
リ
ー
ス
料
に
ば
ら
つ
き
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
理
由
は
。

 

答  	

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
リ
ー
ス
契
約
は
入

札
の
た
め
、
そ
の
時
期
や
台
数
に

よ
っ
て
リ
ー
ス
料
が
異
な
っ
て
い

ま
す
。

 
問  	

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
で
、

各
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
へ
の
交
付

金
は
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す

か
。

 

答  	

26
年
度
で
３
年
目
と
な
り
ま

す
が
、
地
域
全
体
の
新
た
な
横
の

つ
な
が
り
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
目
的
を
持
っ
て
積
み
立
て

て
い
る
協
議
会
も
あ
り
、
有
効
に

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
教
育
費

 

問  	

移
動
図
書
館
車
の
利
用
者
が

少
な
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
り
ま
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一
般
会
計
決
算
審
査

0 20 40 60 80 100

■26年度一般会計決算（歳出）の支出済額と構成比　合計 34,890,439,483円■
議会費
212,871,708円
0.6％

総務費
3,134,634,284円
9.0％

労働費
127,190,732円
0.4％

農林水産業費
2,169,848,408円
6.2％ 商工費

1,525,509,052円
4.4％

消防費
2,466,788,039円
7.1％

災害復旧費
3,246,480円
0.0％

諸支出金
603,924,341円
1.7％

予備費
0円

民生費
8,382,139,681円
24.0％

土木費
4,304,986,505円
12.3％

教育費
3,964,909,992円
11.4％

公債費
4,079,843,597円
11.7％

衛生費
3,914,546,664円
11.2％

て
あ
り
ま
す
。
充
電
に
か
か
る
電

気
料
は
無
料
で
す
。

【
歳
出
】

・
総
務
費

 

問 	

防
犯
対
策
費
に
つ
い
て
、
瀬

波
温
泉
近
く
に
数
年
前
か
ら
空
き

家
に
な
っ
て
い
る
家
屋
が
あ
り
ま

す
が
、
だ
い
ぶ
朽
ち
て
い
る
状
態

で
あ
り
、
景
観
も
良
く
な
い
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
空
き
家
対

策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

 

答 	

空
き
家
に
つ
き
ま
し
て
は
、

い
ず
れ
の
空
き
家
も
問
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。
他
自
治
体
と
も
情
報

交
換
を
行
い
、
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

す
が
、
そ
の
対
策
は
。

 
答  	

２
年
続
け
て
利
用
実

績
の
な
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

は
、
区
長
と
相
談
し
て
場

所
の
変
更
を
行
っ
て
い
ま

す
。

 

問  	

児
童
生
徒
数
が
減
少

す
る
な
か
、
特
別
教
育
支

援
経
費
が
増
加
傾
向
で
は

な
い
で
す
か
。

 

答  	

各
学
校
で
介
助
支
援

が
必
要
な
子
ど
も
た
ち
が

増
え
て
い
る
こ
と
に
よ
る

も
の
で
、
小
学
校
で
60
人
、

中
学
校
で
16
人
の
介
助
員

を
配
置
し
て
い
ま
す
。

市
民
厚
生
分
科
会

空
き
家
対
策
推
進
で

　
　
　
　
　
　
防
犯
を

【
歳
入
】

・
諸
収
入

 

問 	

次
世
代
自
動
車
充
電
イ
ン
フ

ラ
整
備
促
進
事
業
補
助
金
に
つ
い

て
、
朝
日
み
ど
り
の
里
に
も
充
電

施
設
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う

な
施
設
で
す
か
。

 

答 	

電
気
自
動
車
の
購
入
促
進
の

た
め
に
設
置
し
た
も
の
で
あ
り
、

村
上
市
内
で
は
４
カ
所
に
設
置
し

経
済
建
設
分
科
会

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

　
　
　
　
　
の
効
果
は

【
歳
出
】

・
農
林
水
産
業
費

 

問  	

新
規
就
農
総
合
支
援
事
業
交

付
金
の
金
額
は
、
７
人
分
で
な
ぜ

１
６
５
０
万
円
に
な
る
の
で
す
か
。

 

答  	

繰
り
越
し
た
分
が
加
わ
っ
た

た
め
こ
の
金
額
と
な
り
ま
す
。
な

お
、
繰
越
分
と
合
計
す
る
と
14
人

に
な
り
ま
す
。

・
商
工
費

 

問  	

企
業
立
地
促
進
法

基
本
計
画
策
定
業
務
委

託
料
３
７
８
万
円
は
外

部
委
託
せ
ず
内
部
で
策

定
で
き
な
か
っ
た
の
で

す
か
。

 

答  	
同
計
画
は
経
済
産

業
省
の
同
意
が
必
要
で

あ
り
、
１
年
か
け
て
県

と
調
整
し
、
国
へ
申
請

す
る
た
め
専
門
業
者
に

委
託
し
ま
し
た
。

 

問  	

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
の
地
域
経
済
に
及
ぼ

す
効
果
は
ど
う
で
す
か
。

 

答  	

利
用
割
合
は
大
型

店
で
12
・
04
％
、
そ
れ
以
外
が
87
・

96
％
で
し
た
。
地
域
経
済
へ
の
効

果
は
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

・
土
木
費

 

問  	

道
路
橋
り
ょ
う
費
の
全
体
の

修
繕
見
通
し
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

 

答  	

全
体
で
８
０
７
橋
あ
り
、
危

険
度
の
高
い
も
の
か
ら
修
繕
し
て

２
橋
の
工
事
が
終
わ
っ
て
い
ま
す
。

現
段
階
で
修
繕
計
画
を
立
て
て
も

老
朽
化
す
る
の
で
、
何
年
間
で
終

わ
る
の
か
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

電気自動車の急速充電スタンド（朝日みどりの里）

修繕された大谷沢橋
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一　

般　

質　

問

1 5ペ
ー
ジ佐藤重陽議員

１．	大町・小町（泉町羽黒町線）のま
ちづくりについて

２．	高齢者の安全・安心を守る見守り
事業のサービス向上を図ることに
ついて

３．ごみ収集の改善について

7 8ペ
ー
ジ竹内喜代嗣議員

１．米生産の確保と米価対策について
２．国保税の引き下げについて
３．国保ミニドックの復活について
４．	保育園の民間委託化推進の見直し
について

５．柏崎刈羽原発再稼働について

13 11ページ渡辺　昌議員
１．ごみ行政について
２．学校給食について

2 5ペ
ー
ジ鈴木いせ子議員

１．	村上総合病院の移転新築計画の進
捗について

２．市内畜舎の悪臭対策について

8 8ペ
ー
ジ板垣千代子議員

１．人口減少問題について
２．ＡＥＤの設置場所の拡充について
３．ライフジャケット導入について

10 9ペ
ー
ジ木村貞雄議員

１．市町村合併の検証について
２．介護保険について
３．学校教育について

14 11ページ小杉和也議員
１．健康づくりについて
２．職員の資質向上について
３．母子・父子家庭への支援について

3 6ペ
ー
ジ長谷川　孝議員

１．本市の総合戦略について
２．	保内学童保育所の地産材（市産材）
使用について

9 9ペ
ー
ジ片野鉄雄議員

１．岩船沖洋上風力発電事業について
２．村上市の郷育（さといく）について
３．	「実践型地域雇用創造事業」の導入
について

４．	文化遺産を活かした地域活性化に
ついて4 6ペ

ー
ジ相馬エイ議員

１．まちづくりは人づくり
２．岩船沖洋上風力発電事業について

5 7ペ
ー
ジ山田　勉議員

１．介護老人福祉施設について
２．荒川総合運動公園について

11 10ページ滝沢武司議員
１．平成27年度施政方針に関わって
２．村上市総合計画策定にあたって
３．	政策遂行にあたる本庁・支所機能
の強化について

6 7ペ
ー
ジ本間清人議員

１．保育園の運営について
２．消防費について
３．入札について

12 10ページ川村敏晴議員
１．	今年度予算計上された、各支所の
緊急対応経費の執行状況について

２．	市内５地区全ての総合型地域スポ
ーツクラブにバスの配備予定につ
いて

３．	大阪府の中学生男女が殺害された
事件を受けて、本市の青少年への
防犯対策について

４．	マイナンバー制度に対する本市の
取り組み姿勢について

一般質問とは？
　一般質問は、議員が市長や教
育長など市当局に対し、広く市
政についての報告、説明を求め
るものです。
　定例会ごとに行われ、質問順
は抽選で決定しています。

　９月７日・８日・９日の３日間の日程で行われた一
般質問に14人の議員が登壇しました。
　質問および答弁の要旨を掲載します。（質問順）
　※	全質問事項は以下のとおりです。なお、一般質問の原稿は、
質問者が作成したものを掲載しています。

市政を問う!! 14人が
一般質問

平成27年11月15日発行　第38号
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一　

般　

質　

問 佐藤　重陽 議員

鈴木いせ子 議員

どうなる大町・小町通り
　
　

大
滝
前
市
長
は
、
都
市
計

画
道
路
泉
町
羽
黒
町
線
に
つ
い

て
、
25
年
３
月
定
例
会
の
私
の

代
表
質
問
に
対
し
「
歴
史
ま
ち

づ
く
り
法
」
と
併
せ
た
整
備
手

法
を
検
討
す
る
と
し
、
ま
た
、

昨
年
３
月
定
例
会
の
私
の
一
般

質
問
で
は
「
歴
史
ま
ち
づ
く
り

法
」
に
よ
る
事
業
を
目
指
し
、

具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
作

る
と
答
弁
し
、
沿
線
住
民
の
皆

さ
ん
に
計
画
の
理
解
を
得
な
が

ら
進
め
る
と
答
え
て
い
る
。
現

在
ま
で
の
進
捗
状
況
と
今
後
の

見
通
し
を
伺
う
。

	

大
町
・
小
町
の
住
民
の
方

々
を
対
象
に
説
明
会
を
行
い
、

整
備
方
針
に
理
解
が
得
ら
れ
た

と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
、
住

民
参
加
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
市
調
整
会
議
の
意
見
を
集

約
し
て
策
定
委
員
会
で
検
討
し
、

来
年
度
早
々
に
素
案
作
成
、
パ

問答

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
後
、
国
へ
計

画
認
定
申
請
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　
　

「
大
切
な
高
齢
者
の
見
守
り
事
業
の

民
間
委
託
」
を
進
め
る
こ
と
で
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
が
図
ら
れ
、
費
用
対
効
果

も
高
く
な
る
も
の
と
考
え
る
。
昨
年
９
月

定
例
会
の
私
の
一
般
質
問
で
市
長
は
検
討

す
る
こ
と
と
し
た
。
現
在
ま
で
の
検
討
内

容
と
事
業
化
の
め
ど
に
つ
い
て
伺
う
。

	

現
在
、
本
市
に
合
っ
た
制
度
導
入
に

向
け
検
討
し
、
早
い
段
階
で
実
施
す
る
。

　
　

本
市
の
ご
み
分
別
収
集
は
資
源
ご
み

の
収
集
頻
度
（
回
数
）
が
可
燃
ご
み
に
比

べ
著
し
く
少
な
い
。
分
別
収
集
を
形
だ
け

で
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
、
収
集
頻
度
（
回

数
）
を
増
や
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

	

収
集
委
託
業
者
と
も
相
談
の
う
え
検

討
す
る
。

問答問答

　
　

悪
臭
検
査
の
実
施
日
と
数
値
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

	

市
内
７
地
点
に
お
い
て
専
門
業
者
に

よ
る
臭
気
測
定
を
、
７
月
と
11
月
の
２
回

実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　

計
測
の
結
果
、
臭
気
指
数
の
基
準
値

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

	

村
上
地
区
13
、
朝
日
地
区
は
11
か
ら

18
と
な
っ
て
お
り
、
基
準
値
を
超
過
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　
　

超
過
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
ど
こ
か
。

	

朝
日
地
区
の
鶏
舎
で
あ
る
。

　
　

朝
日
地
区
の
悪
臭
に
対
し
て
指
導
は

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

	

鶏
舎
に
つ
い
て
は
問
題
と
な
る
こ
と

問答問答問答問答

が
多
く
、
事
業
者
、
地
区
住
民
、
行
政
関

係
者
等
に
よ
り
、
定
期
的
に
畜
舎
の
状
況

を
確
認
し
て
問
題
を
話
し
合
う
な
ど
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

特
に
状
況
の
悪
い
鶏
舎
１
カ
所
に
つ
い

て
は
、
村
上
地
域
振
興
局
を
中
心
に
、
家

畜
排
せ
つ
物
の
管
理
の
適
正
化
及
び
利
用

の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
く

指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

今
後
の
対
策
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

	

問
題
と
な
っ
た
鶏
舎
に
は
こ
れ
ま
で

の
指
導
に
加
え
、
改
善
策
と
し
て
飼
養
羽

数
を
減
ら
し
、
新
た
な
鶏
糞
の
発
生
量
を

抑
制
し
な
が
ら
排
せ
つ
物
の
処
理
を
促
進

す
る
な
ど
具
体
的
な
計
画
の
下
で
改
善
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

今
後
も
県
関
係
機
関
と
連
携
し
、
早
期

の
改
善
に
向
け
、
指
導
を
進
め
て
い
く
。

問答

朝日地区内の鶏舎

畜
舎
の
悪
臭
対
策
を
急
げ

小町から望む、大町・小町通り
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一
般
海
域
に
お
け
る
洋
上

風
力
発
電
設
置
に
関
す
る
法
的

根
拠
の
要
望
と
は
。

	

一
般
海
域
で
の
事
業
推
進

の
た
め
、
新
た
な
法
律
が
必
要

な
の
か
、
市
の
協
力
を
得
た
い

と
の
要
望
だ
っ
た
。

　
　

安
田
教
授
か
ら
は
、
港
湾

海
域
と
違
い
一
般
海
域
は
縛
り

が
な
い
の
で
、
簡
単
に
で
き
る

よ
う
な
説
明
で
あ
っ
た
が
。

	

国
有
財
産
な
の
で
、
そ
の

法
律
の
中
で
進
め
ら
れ
る
の
か
、

別
な
法
律
か
、
港
湾
法
を
拡
大

す
る
の
か
簡
単
で
は
な
い
。
国

と
協
議
し
て
進
め
ら
れ
る
。

　
　

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
基
礎

調
査
で
は
、
環
境
影
響
を
受
け

や
す
い
地
域
に
藻
場
、
自
然
度

の
高
い
砂
丘
植
生
が
あ
げ
ら
れ
、

一
旦
改
変
を
受
け
る
と
回
復
し

に
く
い
脆
弱
な
環
境
。
ま
た
、

環
境
保
全
の
観
点
か
ら
法
令
等

問答問答問

一　

般　

質　

問

長谷川　孝 議員

新
た
な
工
業
団
地
の
確
保
を

　
　

本
市
の
総
合
戦
略
と
し
て
、
雇
用
の

創
設
に
向
け
た
「
企
業
立
地
促
進
法
に
基

づ
く
基
本
計
画
の
策
定
」
な
ど
企
業
誘
致

策
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の

中
で
、
県
と
市
が
共
同
し
て
当
該
地
域
の

特
色
・
強
み
を
生
か
し
た
「
集
積
業
種
」

を
定
め
、
基
本
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
で

事
業
者
を
支
援
す
る
と
あ
る
が
、
そ
の
業

種
と
は
何
か
。

	

高
度
も
の
づ
く
り
産
業
と
し
て
航
空

機
産
業
、
地
域
資
源
活
用
産
業
と
し
て
第

１
次
産
業
か
ら
発
生
す
る
製
造
業
を
「
集

積
業
種
」
と
定
め
、
昨
年
度
県
と
共
同
で

基
本
計
画
を
策
定
し
、
本
年
４
月
１
日
に

問答

国
の
同
意
を
受
け
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
事

業
者
が
工
場
等
の
新
増
設
や
機
械
装
置
を

取
得
し
、
投
資
規
模
要
件
に
該
当
し
た
場

合
、
不
動
産
取
得
税
の
課
税
免
除
や
低
金

利
融
資
制
度
の
活
用
が
可
能
に
な
っ
た
。

　
　

「
集
積
業
種
」
と
し
て
定
め
た
航
空

機
関
連
会
社
が
、
昨
年
資
材
・
物
流
施
設

（
３
ha
）
今
年
新
増
設
で
２
社
（
合
計
２

・
９
ha
）
中
条
中
核
工
業
団
地
（
胎
内
市
）

へ
移
転
し
た
。
本
市
に
工
業
用
地
を
確
保

し
て
い
れ
ば
と
思
う
と
残
念
で
な
ら
な
い
。

日
下
地
内
の
創
設
非
農
用
地
（
７
ha
）
の

工
業
団
地
へ
の
転
用
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る

が
い
か
が
か
。

	

本
市
に
適
地
が
な
く
て
移
転
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
て
は
申
し
訳

な
く
思
っ
て
い
る
。
日
下
の
創
設
非
農
用

地
に
つ
い
て
は
大
き
な
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る

が
、
工
業
用
地
を
確
保
す
る
た
め
、
用
途

変
更
可
能
な
実
効
性
の
あ
る
解
決
策
を
考

慮
中
な
の
で
ご
理
解
願
い
た
い
。

問答

に
よ
り
指
定
さ
れ
た
地
域
に
自
然
公
園
、

自
然
環
境
保
全
地
域
、
鳥
獣
保
護
区
、
保

安
林
が
存
在
。
重
要
な
場
と
し
て
河
口
域

が
あ
げ
ら
れ
、
河
川
と
行
き
来
す
る
魚
類

の
移
動
経
路
、
ヒ
ラ
メ
稚
魚
等
の
着
底
場

と
し
て
重
要
と
報
告
さ
れ
た
。
課
題
が
多

い
が
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

	

自
然
環
境
に
人
工
の
工
作
物
を
導
入

し
て
い
く
の
で
、
大
き
な
影
響
は
あ
る
。

現
状
分
析
で
の
評
価
な
の
で
、
そ
こ
を
し

っ
か
り
調
査
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
　

こ
の
村
上
は
、
自
然
豊
か
な
地
産
地

消
の
観
光
の
ま
ち
、
自
然
を
大
事
に
し
て

き
た
か
ら
こ
そ
今
日
が
あ
る
。
自
然
は
壊

さ
れ
た
ら
元
に
は
戻
ら
な
い
。
市
長
は
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

	

未
来
に
向
か
っ
て
新
し
い
目
線
で
物

事
を
見
て
い
く
こ
と
も
重
要
だ
。

答問答

相馬　エイ 議員

夏の岩船海水浴場

自然破壊は元に戻らない

現在も25ha分譲中の中条中核工業団地
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般　

質　

問

保
育
園
運
営
の
今
後
は

　
　

各
保
育
園
の
正
規
職
員
、
臨
時
職

員
、
有
資
格
者
な
ど
の
割
合
は
。

	

市
内
18
園
中
、
指
定
管
理
者
を
除
く

17
園
の
保
育
士
数
は
、
ク
ラ
ス
を
担
当
す

る
正
規
保
育
士
が
64
人
、
７
・
５
時
間
勤

務
の
臨
時
保
育
士
が
96
人
、
そ
の
う
ち
資

格
を
有
す
る
者
が
63
人
で
あ
り
、
資
格
を

有
し
な
い
者
が
約
２
割
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

保
育
園
の
送
迎
バ
ス
の
利
用
状
況
は
。

	
合
併
前
か
ら
運
行
し
て
い
る
山
北
・

朝
日
・
神
林
・
荒
川
地
域
と
、
村
上
地
域

の
山
辺
里
・
上
海
府
地
区
に
お
い
て
運
行

し
て
お
り
、
利
用
対
象
は
３
歳
以
上
児
と

し
て
い
る
。
な
お
、
村
上
地
域
の
そ
れ
以

外
の
地
域
に
つ
い
て
は
、
自
宅
か
ら
距
離

問答問答

　
　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

入
所
が
順
番
待
ち
の
状
態
だ
が
、

現
在
の
待
機
者
数
は
、
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

	

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

入
所
は
、
制
度
改
正
に
よ
り
、

今
年
度
か
ら
、
原
則
要
介
護
３

以
上
の
方
と
な
っ
て
お
り
、
27

年
８
月
１
日
現
在
待
機
者
数
は

５
２
３
人
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

介
護
老
人
福
祉
施
設
の
職

員
の
研
修
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

	

介
護
事
業
所
の
職
員
の
研

修
は
、
内
部
研
修
と
外
部
研
修

が
あ
り
、
研
修
機
会
等
の
提
供

は
職
員
の
資
質
向
上
に
必
要
で

あ
り
、
そ
の
結
果
、
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
や
職
員
自
身
の
処
遇
改

善
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
　

荒
川
総
合
運
動
公
園
に
つ

い
て
、
今
後
、
よ
り
一
層
の
利

用
拡
大
と
地
域
の
中
核
施
設
と

問答問答問

が
近
い
等
の
理
由
で
保
護
者
に
よ
る
登
園

を
お
願
い
し
て
い
る
。

　
　

親
が
共
働
き
で
子
ど
も
を
預
け
な
い

と
生
活
に
支
障
が
あ
る
世
帯
の
０
歳
児
の

受
け
入
れ
を
強
化
で
き
な
い
か
。

	

現
状
は
満
杯
だ
が
、
受
入
れ
で
き
る

よ
う
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
　

入
札
に
当
た
り
、
単
価
入
り
の
設
計

書
を
、
業
者
が
所
有
し
て
い
る
こ
と
が
判

明
し
た
問
題
に
つ
い
て
、
そ
の
詳
細
は
。

	

財
政
課
あ
て
の
メ
ー
ル
に
「
や
ま
び

こ
の
家
冷
暖
房
設
備
改
修
工
事
」
ほ
か
10

件
の
工
事
名
と
「
村
上
市
総
合
文
化
会
館

空
調
設
備
一
部
改
修
工
事
実
施
設
計
業
務

委
託
」ほ
か
２
件
の
業
務
委
託
名
を
挙
げ
、

「
あ
ら
か
わ
ゴ
ル
フ
場
給
水
ポ
ン
プ
更
新

工
事
」
ほ
か
２
件
の
単
価
入
り
工
事
設
計

書
が
添
付
さ
れ
て
い
た
。
設
計
事
務
所
か

ら
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
、
注
意
書
を

手
渡
し
、
改
善
策
が
提
出
さ
れ
た
。

問答問答

山田　　勉 議員

本間　清人 議員

荒川運動公園充実を

し
て
、
更
衣
室
お
よ
び
シ
ャ
ワ
ー
設
備
が

必
要
で
は
な
い
か
。

	

荒
川
総
合
運
動
公
園
の
多
目
的
グ
ラ

ン
ド
の
管
理
棟
に
は
、
更
衣
室
内
に
ス
ポ

ー
ツ
備
品
も
保
管
し
て
い
る
た
め
、
更
衣

室
と
し
て
は
半
分
程
度
の
ス
ペ
ー
ス
が
利

用
で
き
る
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
各
種
ス

ポ
ー
ツ
備
品
が
増
え
た
た
め
に
、
空
い
て

い
る
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
て
備
品
管
理
を

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
の
で
、
シ
ャ
ワ
ー

設
備
も
含
め
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
や
施
設

の
利
用
状
況
を
考
慮
し
、
今
後
、
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答

荒川スポーツ少年団野球クラブ

今後、統合はあるのか？　市内３保育園
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一　

般　

質　

問

　
　

合
併
時
７
万
人
だ
っ
た
村

上
市
の
人
口
は
、
今
年
６
月
に

は
６
万
４
０
１
４
人
と
減
少
の

一
途
を
続
け
て
い
る
。
こ
れ
は

村
上
市
だ
け
の
問
題
で
な
い
こ

と
は
、
良
く
わ
か
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
か
ら
の
対
策
を
伺
う
。

	

現
在
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
法
」の
施
行
に
伴
い
、

地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定
作
業

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

先
日
、
山
北
中
学
校
３
年

生
の
板
垣
凪
さ
ん
が
新
潟
県
少

年
の
主
張
大
会
村
上
・
岩
船
地

区
大
会
で
優
勝
し
、
そ
の
内
容

は
、
大
好
き
な
中
継
で
ず
っ
と

暮
ら
し
た
い
と
い
う
よ
う
な
内

容
と
聞
い
て
い
る
。
前
大
滝
市

長
肝
い
り
で
設
け
ら
れ
た
村
上

市
独
自
の
奨
学
金
を
借
り
て
い

る
人
が
、
大
学
等
を
卒
業
後
Ｕ

タ
ー
ン
し
て
く
れ
た
場
合
、
返

還
の
期
間
を
延
ば
す
、
ま
た
は

問答問

　
　

昨
年
の
米
価
暴
落
で
小
作
料
改
定
が

今
年
か
ら
行
わ
れ
る
。
地
域
全
体
へ
の
影

響
を
伺
う
。

	

農
業
委
員
会
に
届
け
ら
れ
て
い
る
賃

貸
借
契
約
面
積
は
２
８
７
７
．１
ha
だ
が
、

地
区
別
に
分
け
、
等
級
比
率
と
20
年
度
の

参
考
賃
借
料
と
の
差
額
で
計
算
す
る
と
差

額
１
億
８
千
万
円
の
試
算
で
あ
る
。

　
　

６
月
の
民
間
在
庫
量
は
、
こ
こ
10
年

最
高
の
２
３
０
万
ｔ
に
な
っ
た
。
米
価
暴

落
の
原
因
は
、
国
が
過
剰
米
対
策
を
取
っ

て
い
な
い
こ
と
に
あ
る
。
認
識
を
伺
う
。

	

米
価
維
持
の
た
め
、
需
給
に
応
じ
た

生
産
体
制
確
保
を
関
係
機
関
と
と
も
に
推

問答問答

返
済
金
の
減
額
を
考
え
て
は
い
か
が
か
。

	

大
変
良
い
提
案
だ
と
思
う
。
こ
れ
か

ら
研
究
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
　

以
前
の
一
般
質
問
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置

の
重
要
性
を
訴
え
た
と
こ
ろ
、
前
大
滝
市

長
か
ら
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、「
板
垣
さ

ん
も
う
付
け
る
場
所
は
な
い
よ
」
と
言
っ

て
い
た
だ
く
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
箇
所
に
取

り
つ
け
て
い
た
だ
い
た
。
先
日
、
あ
る
市

民
の
方
か
ら
も
っ
と
使
い
や
す
い
場
所
に

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
ほ
し
い
と
の
お
話
が

あ
っ
た
。
３
６
５
日
、
24
時
間
い
つ
で
も

使
用
で
き
る
と
こ
ろ
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
だ
と
思
う
の
で
、
な
ん
と
か
協
力

を
お
願
い
し
て
い
く
訳
に
は
い
か
な
い
か
。

	

そ
う
い
う
形
で
で
き
る
か
検
討
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
。

答問答

進
し
た
い
。

　
　

ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
に
よ
る
77
万
ト

ン
輸
入
米
に
加
え
、
甘
利
明
Ｔ
Ｐ
Ｐ
担
当

相
は
、
５
万
ｔ
か
ら
７
万
ｔ
の
コ
メ
を
追

加
輸
入
す
る
譲
歩
を
認
め
て
い
る
。
Ｔ
Ｐ

Ｐ
で
の
譲
歩
は
、
国
会
決
議
違
反
だ
。
交

渉
撤
退
の
運
動
を
行
う
考
え
を
伺
い
た
い
。

	

運
動
を
行
う
考
え
は
な
い
。

　
　

ウ
ィ
キ
リ
ー
ク
ス
の
情
報
で
、
国
有

企
業
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
が
損
害
を
受
け
た

ら
相
手
国
に
補
償
を
求
め
る
条
項
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
国
有
企
業
に
は
日
本
の
医

療
保
険
制
度
も
対
象
に
な
り
、
ア
メ
リ
カ

の
製
薬
会
社
が
損
害
を
受
け
た
ら
損
害
賠

償
の
対
象
に
な
る
。
ま
た
、
地
方
自
治
体

が
発
注
す
る
一
定
額
以
上
の
公
共
事
業
、

指
定
管
理
を
含
む
公
共
サ
ー
ビ
ス
も
自
由

化
が
前
提
と
の
こ
と
。
見
解
を
伺
い
た
い
。

	

そ
の
情
報
が
正
し
い
か
知
る
す
べ
が

な
い
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
反
対
の
立
場
に

変
わ
り
な
い
。

問答問答

竹内喜代嗣 議員

板垣千代子 議員

ＡＥＤのさらなる設置を

米
価
暴
落
対
策
を稲作の未来は、どうなるの？

市役所に配置されている携帯用ＡＥＤ
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般　

質　

問

　
　

市
に
と
っ
て
、
合
併
し
た
こ
と
に
よ

る
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
は
、
過
疎
法
の
適
用

が
受
け
ら
れ
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

	

現
在
、
市
の
予
算
規
模
に
有
利
で
あ

り
、
財
政
的
に
非
常
に
プ
ラ
ス
と
な
る
の

で
、
合
併
の
最
も
大
き
な
効
果
と
考
え
る
。

　
　

新
潟
日
報
に
県
内
市
町
村
の
財
政
力

ラ
ン
キ
ン
グ
の
記
事
が
あ
っ
た
。
市
民
は
、

村
上
市
が
合
併
を
し
な
い
町
村
よ
り
も
順

位
が
下
位
に
あ
り
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
と
誤
解
し
て
い
る
と
思
う
が
、
分
か
り

易
い
説
明
を
願
い
た
い
。

	

市
で
は
、
借
金
に
対
し
て
地
方
交
付

税
と
し
て
お
金
が
戻
っ
て
く
る
割
合
が
大

き
い
過
疎
債
を
優
先
し
て
利
用
し
て
い

問答問答

　
　

岩
船
沖
洋
上
風
力
発
電
に

つ
い
て
は
、
昨
年
10
月
に
村
上

市
議
会
で
導
入
推
進
の
決
議
を

し
、
11
月
の
臨
時
会
で
推
進
委

員
会
条
例
の
制
定
を
討
論
の

後
、
18
対
６
の
賛
成
多
数
で
決

定
し
た
。
市
民
の
中
に
は
鮭
の

遡
上
や
環
境
に
及
ぼ
す
悪
影
響

を
心
配
す
る
向
き
も
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

	

三
面
川
と
荒
川
へ
の
鮭
の

遡
上
に
関
し
て
は
影
響
は
な
い

と
考
え
て
い
る
が
、
鮭
は
こ
の

地
域
の
優
先
種
と
い
う
位
置
付

け
で
調
査
を
進
め
る
。
低
周
波

音
の
問
題
と
渡
り
鳥
の
問
題
は
、

海
岸
か
ら
２
㎞
離
れ
た
沖
合
な

の
で
問
題
は
な
い
と
考
え
る
が
、

今
後
行
う
環
境
影
響
評
価
の
調

査
で
明
ら
か
に
し
、
対
策
に
つ

い
て
も
公
表
を
し
て
い
く
。

　
　

環
境
影
響
評
価
が
事
業
者

に
都
合
の
良
い
評
価
と
な
る
恐

問答問

る
。
こ
れ
に
よ
り
財
政
力
ラ
ン
キ
ン
グ
は

低
く
て
も
財
政
的
に
中
身
は
悪
く
な
い
の

で
誤
解
の
な
い
よ
う
に
。

　
　

少
子
化
や
部
活
を
指
導
す
る
教
師
の

不
足
で
ク
ラ
ブ
活
動
に
影
響
が
あ
る
。
統

合
を
真
剣
に
考
え
る
時
期
で
な
い
か
。

	

昨
年
の
７
月
に
検
討
委
員
会
に
諮
問

し
て
お
り
、
望
ま
し
い
教
育
環
境
は
ど
う

あ
る
べ
き
か
を
主
体
的
に
取
り
組
む
時
期

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

神
納
中
と
平
林
中
で
は
女
子
の
バ
ス

ケ
ッ
ト
部
が
な
く
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
希
楽
々
に
よ
る
新
し
い
形
の
部

活
を
行
い
、
バ
ス
で
送
迎
も
行
っ
て
い
る
。

学
校
で
で
き
な
い
部
分
を
補
っ
て
大
変
良

い
こ
と
で
あ
り
、
バ
ス
等
の
関
係
で
応
援

し
て
や
り
た
い
が
、
教
育
長
の
考
え
は
。

	

既
存
の
部
活
動
や
指
導
者
の
問
題
等

の
研
究
を
進
め
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
た
い
。

問答問答

れ
は
な
い
か
。
ま
た
情
報
は
公
開
さ
れ
る

か
。

	

調
査
は
法
律
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
、

環
境
省
、
県
、
市
町
村
、
住
民
か
ら
の
意

見
を
踏
ま
え
経
済
産
業
省
の
環
境
審
査
顧

問
会
で
審
査
さ
れ
る
。
調
査
の
公
表
も
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
事
業
者
の
都
合

の
良
い
調
査
結
果
に
な
る
こ
と
は
な
い
。

今
後
、
説
明
会
を
開
催
し
、
広
く
市
民
の

皆
さ
ま
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
不
安

解
消
に
務
め
て
い
く
。

　
　

村
上
市
の
人
口
減
少
を
く
い
止
め
る

た
め
に
も
厚
生
労
働
省
の
実
践
型
地
域
雇

用
創
造
事
業
の
導
入
は
で
き
な
い
か
。

	
雇
用
創
造
協
議
会
の
設
置
が
条
件
と

な
っ
て
い
る
の
で
、
商
工
会
議
所
等
と
協

議
し
検
討
を
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

答問答

市
町
村
合
併
は
良
か
っ
た
か

片野　鉄雄 議員

木村　貞雄 議員

洋上風力発電の情報公開を

洋上風力発電（市環境課提供）

希楽々で実施している新しい形の部活動
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一　

般　

質　

問

　
　

私
の
以
前
の
一
般
質
問
に

お
い
て
、
各
総
合
型
地
域
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
バ
ス
を
配
備
す

る
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
来
年

度
以
降
の
配
備
予
定
は
。

	

28
年
度
か
ら
各
地
区
に
運

行
組
織
を
立
ち
上
げ
て
も
ら
い
、

そ
こ
に
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
リ
ー

ス
代
金
を
毎
年
補
助
す
る
方
式

で
進
め
て
い
る
。

　
　

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
需
要
が

多
く
、
納
車
ま
で
半
年
も
か
か

る
そ
う
だ
が
、
４
月
１
日
に
間

に
合
う
よ
う
、
今
年
度
補
正
で

対
処
で
き
な
い
か
。

	

そ
の
方
が
有
効
に
活
用
で

き
る
の
で
、
そ
の
方
向
で
進
め

て
い
く
。

　
　

大
阪
府
寝
屋
川
市
で
起
き

た
、
中
学
生
の
男
女
が
殺
害
さ

れ
た
事
件
は
、
全
国
ど
こ
で
も

起
き
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
村

上
市
と
し
て
の
予
防
策
は
何
か
。

問答問答問

　
　

支
所
等
の
未
活
用
の
空
き
部
屋
等
を

含
め
市
有
財
産
の
利
活
用
の
方
針
は
。

	

支
所
等
の
空
き
部
屋
は
、
ま
ち
づ
く

り
の
拠
点
や
地
域
の
各
種
団
体
の
活
動
の

場
と
し
て
利
用
し
て
お
り
、
未
活
用
の
市

有
財
産
は
、
固
定
資
産
台
帳
を
基
に
売
却

を
含
め
て
利
活
用
を
図
り
た
い
。

　
　

策
定
が
急
が
れ
て
い
る「
第
２
次
市
総

合
計
画
」
と
「
村
上
市
版
総
合
戦
略
」
の

関
わ
り
を
簡
単
に
説
明
し
て
ほ
し
い
。

	

29
年
度
か
ら
の
「
第
２
次
市
総
合
計

画
」
を
最
上
位
に
位
置
付
け
、
国
が
求
め

る
「
地
方
版
総
合
戦
略
」
に
お
い
て
本
市

の
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
総
合
的
な
計
画

問答問答

	

子
ど
も
た
ち
を
守
る
に
は
、
子
ど
も

た
ち
が
深
夜
徘
徊
等
の
行
動
を
し
な
い
よ

う
に
、
各
家
庭
が
危
機
感
を
持
っ
て
安
全

に
配
慮
す
る
よ
う
、
各
学
校
を
通
じ
て
徹

底
し
た
い
。

　
　

こ
の
よ
う
な
事
件
を
発
生
さ
せ
な
い

た
め
に
は
、
深
夜
子
ど
も
た
ち
を
外
出
さ

せ
な
い
こ
と
が
第
１
の
方
法
で
あ
り
、
次

に
は
、
万
が
一
、
子
ど
も
た
ち
が
深
夜
店

舗
に
出
入
り
し
て
い
た
ら
、
店
の
人
が
直

ち
に
警
察
に
通
報
し
や
す
い
シ
ス
テ
ム
を

作
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
が
。

	

ま
ず
は
地
域
全
体
に
同
様
な
認
識
が

共
有
で
き
る
環
境
作
り
を
進
め
た
い
。
ま

た
制
度
化
す
る
に
は
個
人
の
権
利
な
ど
の

法
律
的
な
調
査
も
必
要
な
の
で
、
少
し
考

え
さ
せ
て
ほ
し
い
。

答問答

（
計
画
期
間
５
年
）
を
策
定
す
る
。
総
合

戦
略
は
、
こ
れ
ま
で
の
各
種
計
画
や
施
策

を
総
合
し
、
本
市
の
最
重
要
か
つ
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
人
口
減
少
問
題
な
ど
に
主
眼

を
置
き
な
が
ら
講
ず
べ
き
政
策
や
施
策
、

よ
り
実
効
性
の
あ
る
も
の
を
中
心
に
総
合

計
画
に
先
行
す
る
形
で
、
現
在
審
議
会
で

の
議
論
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　
　

新
た
な
視
点
で
の
計
画
策
定
に
は
職

員
の
意
識
改
革
が
最
も
大
切
だ
と
思
う
が
、

ど
の
よ
う
な
手
立
て
を
考
え
て
い
る
か
。

	

職
員
個
々
の
職
務
の
中
で
の
気
付
き

が
大
切
で
あ
り
、
今
後
の
職
員
研
修
制
度

の
見
直
し
や
幹
部
職
員
の
政
策
的
な
ス
タ

ン
ス
で
の
進
め
方
を
強
く
求
め
て
い
る
。

　
　

職
務
遂
行
で
は
情
報
の
共
有
化
が
重

要
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
行
う
か
。

	

業
務
を
行
う
上
で
の
課
内
で
の
確
実

な
情
報
交
換
の
あ
り
方
や
支
所
内
で
の
話

し
合
い
、
連
絡
調
整
を
さ
ら
に
心
が
け
る

こ
と
が
大
切
と
考
え
て
進
め
て
い
く
。

問答問答

滝沢　武司 議員

川村　敏晴 議員

各地区にマイクロバス配備

職場提案で設けた市民コーナー（神林支所）

各地区に配備させる予定のマイクロバスと同様の車種

今
後
の
市
政
に
新
風
を
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一　

般　

質　

問

　
　

冬
場
の
健
康
づ
く
り
は
体
育
館
な
ど

の
屋
内
施
設
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
計
画
に
記
載
し
て
い

る
よ
う
に
、
説
明
責
任
を
十
分
果
た
し
、

意
見
を
聞
き
な
が
ら
理
解
と
協
力
を
求
め

て
整
備
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

	

冬
季
間
を
有
効
に
使
え
る
た
め
に
、

ど
う
い
う
形
で
効
能
を
発
揮
し
た
か
、
稼

働
し
た
時
間
が
ど
の
く
ら
い
充
実
し
て
い

る
か
、
し
っ
か
り
と
見
て
有
効
に
使
え
る

よ
う
に
整
備
し
て
い
く
。

　
　

各
地
区
に
立
ち
上
が
っ
た
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
、
市
民
の
健
康
づ

く
り
に
お
い
て
今
後
は
重
要
な
位
置
付
け

に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
安
定
継
続
の
た

問答問

　
　

新
ご
み
処
理
場
は
公
設
民

営
の
施
設
と
し
て
、
20
年
間
に

わ
た
り
そ
の
運
営
が
委
託
さ
れ

る
が
、
今
後
の
市
の
役
割
は
。

	

市
は
施
設
設
置
者
と
し
て
、

適
正
な
施
設
運
営
が
行
わ
れ
る

よ
う
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
確
実

に
行
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　

本
市
の
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル

率
は
、
県
内
市
町
村
の
中
で
下

位
と
な
っ
て
い
る
。
可
燃
ご
み

の
減
量
化
や
、
リ
サ
イ
ク
ル
率

の
向
上
に
取
り
組
む
新
た
な
計

画
は
。

	

新
た
な
分
別
区
分
は
必
要

な
い
と
考
え
て
い
る
。
現
状
の

分
別
区
分
の
啓
発
に
努
め
、
分

別
の
精
度
の
向
上
を
図
っ
て
い

く
。
ま
た
、
焼
却
灰
の
リ
サ
イ

ク
ル
な
ど
新
た
な
取
り
組
み
を

始
め
て
い
る
。

　
　

学
校
給
食
に
お
い
て
、
今

後
の
調
理
場
の
整
備
計
画
は
。

問答問答問

め
に
支
援
が
必
要
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

	

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
高

度
な
レ
ベ
ル
で
指
導
に
あ
た
れ
る
こ
と
が

必
要
な
の
で
、
生
活
基
盤
が
安
定
す
る
よ

う
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

　
　

私
は
母
子
家
庭
で
育
っ
た
が
、
現
在

の
支
援
策
と
し
て
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
は
児
童
扶
養
手
当
、
ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
助
成
、
母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付

金
、
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
、
高
等

職
業
訓
練
促
進
給
付
金
が
載
っ
て
い
る
。

県
の
支
援
策
で
、
福
祉
資
金
貸
付
金
や
日

常
生
活
支
援
事
業
、
母
子
・
父
子
家
庭
が

気
楽
に
相
談
で
き
る
「
ひ
と
り
親
家
庭
等

就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
あ
る
が
、

若
い
保
護
者
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

す
る
場
合
が
多
い
の
で
、
奨
学
金
な
ど
の

将
来
の
進
学
に
関
わ
る
こ
と
も
含
め
て
、

も
っ
と
情
報
提
供
す
べ
き
で
な
い
か
。

	

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
す
ぐ
載
せ
た
い
。

答問答

	

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
（
外
部
委
託
）

と
共
同
調
理
場
化
の
推
進
を
検
討
し
て
い

る
。
施
設
の
老
朽
化
や
、
食
の
安
全
・
安

心
を
考
慮
し
、
早
期
に
整
備
を
進
め
て
い

き
た
い
。

　
　

学
校
給
食
に
お
け
る
市
の
主
要
な
役

割
は
、
よ
り
良
い
学
校
給
食
と
す
る
た
め

の
環
境
づ
く
り
で
は
な
い
か
。

	

ウ
エ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
の
調
理
場
に
つ

い
て
は
、
時
間
は
か
か
る
が
改
善
に
努
め

た
い
。
今
ま
で
以
上
に
調
理
場
に
足
を
運

び
、
現
場
の
把
握
に
努
め
た
い
。

　
　

調
理
場
の
設
備
等
に
よ
っ
て
、
給
食

内
容
に
差
が
出
る
こ
と
は
な
い
か
。

	
小
・
中
学
校
の
一
食
当
た
り
の
統
一

料
金
を
定
め
、
栄
養
士
の
先
生
に
よ
り
栄

養
面
も
管
理
さ
れ
て
い
る
の
で
、
給
食
に

差
が
出
る
こ
と
は
な
い
。

答問答問答

体
育
館
整
備
は
市
民
の
声
を

渡辺　昌 議員

小杉　和也 議員

給食調理場の現状把握を

冬場の有効利用が必要な体育館

屋上で給食の楽しいひととき（塩野町小学校）
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委
員
会
の
審
査
報
告

※	
委
員
会
の
審
査
報
告
は
、
本
会
議
で
の
委
員
長
報
告
に
基
づ
い
て
、

広
報
特
別
委
員
会
で
作
成
し
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

委
員
会
の
審
査
報
告

◎
は
委
員
長

○
は
副
委
員
長

り
ま
せ
ん
。
特
定
の
チ
ャ
ン
ネ
ル

の
映
り
が
悪
い
状
況
は
把
握
し
て

お
り
、
い
ろ
い
ろ
と
原
因
を
調
べ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

◆
条
例
制
定　
２
件

◆
情
報
通
信
事
業
特
別
会
計

◆
土
地
取
得
特
別
会
計

以
上
を
中
心
に
審
査
し
ま
し
た
。

27
年
度 

特
別
会
計
補
正
予
算

26
年
度 

特
別
会
計
決
算

◎
小
杉　

和
也 

○
渡
辺　
　

昌

　

鈴
木
い
せ
子 　

大
滝　

国
吉

　

冨
樫
宇
栄
一 　

佐
藤　

重
陽

　

川
崎　

健
二 　

三
田　

敏
秋

　

滝
沢　

武
司

総
務
文
教
常
任

委
員
会
所
管
分

◆ 

村
上
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て

　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入

に
よ
る
条
例
改
正
で
す
が
、
市
役

所
窓
口
で
の
手
続
き
等
に
変
更
は

あ
り
ま
す
か
。

	

保
健
や
福
祉
に
関
す
る
手
続

き
の
際
に
、
通
知
カ
ー
ド
の
番
号

を
書
類
に
記
載
し
た
り
、
通
知
カ

ー
ド
を
提
示
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
問
題
を
懸

念
す
る
意
見
が
多
く
聞
か
れ
ま
す

が
、
個
人
情
報
の
漏
え
い
が
絶
対

に
な
い
と
言
え
ま
す
か
。

問答問

	

情
報
の
す
べ
て
を
一
元
管
理

す
る
の
で
は
な
く
、
こ
ち
ら
が
必

要
な
情
報
を
取
り
に
い
く
や
り
方

で
す
。
情
報
は
暗
号
化
さ
れ
、
ア

ク
セ
ス
制
限
も
あ
り
、
芋
づ
る
式

に
情
報
が
漏
れ
る
も
の
で
は
な
い

と
の
国
の
見
解
で
す
。

答

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
対
策
は
万
全
か

【
歳
出
】

・
総
務
費

　
　

地
域
お
こ
し
推
進
事
業
経
費

の
内
容
は
。

	

全
国
の
４
０
０
以
上
の
自
治

体
が
参
加
す
る
地
域
お
こ
し
フ
ェ

ア
へ
参
加
す
る
経
費
で
す
。
１
ブ

ー
ス
が
８
万
円
か
ら
10
万
円
掛
か

り
ま
す
。

・
教
育
費

　
　

お
城
山
の
国
道
側
で
、
雪
な

ど
で
の
倒
木
に
よ
る
被
害
を
避
け

27
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算

問答問

	

こ
の
事
業
で
、
毎
年
新
た
に

市
内
の
学
校
が
ス
キ
ー
授
業
を
始

め
、
そ
の
す
べ
て
の
学
校
が
蒲
萄

ス
キ
ー
場
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

◆
情
報
通
信
事
業
特
別
会
計

　
　

最
近
、
テ
レ
ビ
の
特
定
の
チ

ャ
ン
ネ
ル
が
極
端
に
映
り
が
悪
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
朝
日

情
報
セ
ン
タ
ー
の
デ
ジ
タ
ル
化
の

工
事
と
関
係
が
あ
り
ま
す
か
。

	
シ
ス
テ
ム
的
に
は
関
係
が
あ

答26
年
度 

特
別
会
計
決
算

問答

る
た
め
、
店
舗
等
に
接
す
る
杉
の

木
１
３
３
本
を
伐
採
す
る
と
の
こ

と
で
す
が
、
そ
の
木
は
売
却
さ
れ

る
の
で
す
か
。

	
国
指
定
の
史
跡
内
で
あ
り
、

ま
た
、
店
舗
が
連
な
り
運
び
出
し

の
車
両
が
入
れ
な
い
た
め
伐
採
し

た
木
を
出
せ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

売
却
で
き
な
い
の
で
そ
の
場
に
切

り
倒
し
て
処
理
し
ま
す
。

　
　

県
の
「
新
潟
っ
子
ス
キ
ー
体

験
拡
大
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
」
に
よ

り
、
蒲
萄
ス
キ
ー
場
へ
の
好
影
響

は
あ
り
ま
す
か
。

答問

◆ 

村
上
市
村
上
駅
周
辺
ま
ち
づ
く

り
プ
ラ
ン
等
策
定
委
員
会
条
例

を
廃
止
す
る
条
例
制
定
に
つ
い

て
　
　

委
員
の
任
務
終
了
に
よ
り
委

員
会
が
廃
止
さ
れ
ま
す
が
、
今
後
、

想
定
し
て
い
る
駅
周
辺
の
状
況
に

大
き
な
変
化
が
生
じ
た
場
合
に
は
、

ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
ま
す
か
。

	

そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
市

の
財
政
状
況
や
社
会
情
勢
を
踏
ま

え
、
改
め
て
検
討
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

問答

昨年の地域おこしフェアの様子。地域おこし協力隊
募集のＰＲ活動を行いました
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委
員
会
の
審
査
報
告

◎
本
間　

清
人 
○
板
垣
千
代
子

　

小
林　

重
平 　

長
谷
川　

孝

　

相
馬　

エ
イ 　

大
滝　

久
志

　

木
村　

貞
雄 　

小
池　
　

晃

市
民
厚
生
常
任

委
員
会
所
管
分

【
歳
入
】

・
使
用
料
及
び
手
数
料

　
　

戸
籍
や
住
民
基
本
台
帳
は
個

人
情
報
で
あ
り
、
取
り
扱
い
を
十

分
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

	

「
個
人
番
号
カ
ー
ド
及
び
通

知
カ
ー
ド
再
交
付
手
数
料
」
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
伴
い
手
数

料
条
例
を
改
正
し
、
新
規
で
計
上

す
る
も
の
で
す
。
な
お
、
個
人
カ

ー
ド
手
数
料
の
発
行
は
、
初
回
は

無
料
、
再
交
付
は
１
千
円
で
す
。

個
人
情
報
は
十
分
注
意
し
て
取
り

扱
っ
て
い
き
ま
す
。

【
歳
出
】

・
総
務
費

　
　

村
上
駅
前
駐
輪
場
と
岩
船
町

駅
前
駐
輪
場
の
整
備
で
は
、
照
明

27
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算

問答問

が
設
置
さ
れ
る
の
で
す
か
。
ま
た
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
は
何
カ
所
設
置
さ

れ
る
の
で
す
か
。

	

駐
輪
場
の
照
明
は
設
置
す
る

予
定
で
す
。
ま
た
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

の
設
置
予
定
箇
所
は
５
カ
所
で
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　

国
保
連
合
会
積
立
資
産
精
算

返
還
金
４
０
４
５
万
３
千
円
は
、

毎
年
、
翌
年
度
に
返
還
さ
れ
て
い

る
の
で
す
か
。

	

毎
年
で
は
な
く
、
今
年
度
だ

答27
年
度 

特
別
会
計
補
正
予
算

問答

２
割
に
な
っ
た
、
そ
の
お
知
ら
せ

の
た
め
と
の
こ
と
で
す
が
、
対
象

は
何
人
で
す
か
。

	
１
５
７
人
で
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　

国
保
税
督
促
手
数
料
85
万
１

３
０
０
円
は
、
何
人
分
で
す
か

	

督
促
手
数
料
は
１
０
０
円
で

す
の
で
、
８
５
１
３
人
分
で
す
。

　
　

被
保
険
者
資
格
証
明
書
が
３

答26
年
度 

特
別
会
計
決
算

問答問

け
で
す
。
返
還
金
の
理
由
は
、
国

保
連
合
会
が
毎
年
度
の
余
剰
金
か

ら
積
み
立
て
て
き
た
資
金
に
つ
い

て
、
非
課
税
要
件
に
該
当
し
な
い

と
し
て
国
税
庁
か
ら
指
摘
さ
れ
た

部
分
に
つ
い
て
、
９
月
末
に
各
保

険
者
に
返
還
す
る
こ
と
に
な
っ
た

た
め
で
す
。

　
　

市
で
は
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計

画
（
特
定
健
診
と
レ
セ
プ
ト
な
ど

の
デ
ー
タ
分
析
に
基
づ
き
実
施
す

る
効
率
の
良
い
保
険
事
業
計
画
）

策
定
の
中
で
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

問

デ
ー
タ
分
析
で
効
率
良
い
国
保
に

薬
品
に
つ
い
て
も
考
慮
し
た
医
療

費
計
画
を
立
て
る
の
で
す
か
。

	

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
策
定
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
医
療
費
分
析

の
準
備
段
階
の
作
業
を
業
者
に
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
本
市
の
場
合

は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利

用
率
が
高
く
な
い
の
で
、
そ
れ
ら

に
つ
い
て
も
医
療
費
分
析
や
、
実

際
に
は
保
険
事
業
の
中
で
、
計
画

に
触
れ
て
い
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

　
　

印
刷
製
本
費
の
補
正
は
、
利

用
者
の
一
部
の
人
の
自
己
負
担
が

答問

年
間
で
横
並
び
し
て
減
っ
て
き
て

い
る
の
は
い
い
こ
と
で
す
が
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
だ
の
で
す
か
。

	

滞
納
繰
越
額
も
減
っ
て
き
て

い
ま
す
し
、
全
体
の
滞
納
者
の
数

も
減
っ
て
き
て
い
る
中
で
資
格
証

明
書
交
付
の
該
当
に
な
る
方
が
年

々
減
っ
て
き
て
い
る
ほ
か
、
国
保

税
の
納
税
相
談
等
を
経
て
分
納
し

て
い
る
方
も
い
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
　

保
険
給
付
費
が
毎
年
減
っ
て

い
ま
す
が
、
要
因
は
何
で
す
か
。

答問

	　

		

国
民
健
康

保
険
の
被
保
険

者
数
が
少
な
く

な
っ
て
き
て
い

る
の
が
大
き
い

と
思
わ
れ
ま
す
。

◆
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計

　
　

後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料

が
不
能
欠
損
に

な
っ
た
人
は
何

人
で
す
か
。

　

		

35
人
で
す
。

　
　

湯
っ
た
り

塾
や
温
泉
活
用
健
康
事
業
の
参
加

人
数
は
何
人
で
す
か
。

	

湯
っ
た
り
塾
は
延
べ
１
５
９

１
人
、
温
泉
活
用
事
業
で
は
２
万

３
３
３
２
人
で
す
。

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

以
上
を
中
心
に
審
査
し
ま
し
た
。

答問答問

答26
年
度 

特
別
会
計
決
算

スタンプ12個で特製タオルを進呈（温泉活用健康事業）
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委
員
会
の
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査
報
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◆ 

村
上
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　
　

前
坪
住
宅
に
空
き
が
あ
り
ま

す
が
、
例
え
ば
老
朽
化
が
進
む
坂

町
住
宅
の
残
り
６
戸
の
方
を
前
坪

住
宅
に
移
転
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、

先
の
見
通
し
は
ど
う
で
す
か
。

	

入
居
者
の
ほ
と
ん
ど
の
方
が

単
身
者
で
あ
り
、
支
所
で
住
居
者

と
の
接
触
は
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
蒲
萄
ス
キ
ー
場
特
別
会
計

　
　

リ
フ
ト
１
基
だ
け
の
滑
車
を

取
り
換
え
る
の
だ
け
で
大
丈
夫
で

す
か
。

	

７
月
か
ら
修
繕
工
事
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
修
繕
が
必
要
な

の
は
第
１
ペ
ア
リ
フ
ト
の
山
頂
折

り
返
し
の
１
基
の
み
で
す
。

問答27
年
度 

特
別
会
計
補
正
予
算

問答

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　
　

測
量
設
計
委
託
は
、
ど
こ
の

事
務
所
に
発
注
す
る
の
で
す
か
。

	

発
注
は
荒
川
支
所
で
行
い
ま

す
が
、
委
託
先
に
つ
い
て
は
設
計

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
管
渠
は
土
木
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
に
な
り
ま
す
。

◆
蒲
萄
ス
キ
ー
場
特
別
会
計

　
　

索
道
協
会
負
担
金
の
内
容
と

問答26
年
度 

特
別
会
計
決
算

問

◎
片
野　

鉄
雄 
○
川
村　

敏
晴

　

尾
形　

修
平 　

平
山　
　

耕

　

山
田　
　

勉 　

齋
藤
信
一
郎

　

竹
内
喜
代
嗣

経
済
建
設
常
任

委
員
会
所
管
分

前
坪
・
坂
町
住
宅
の
見
通
し
は

で
あ
り
、
職
員
も
研
修
会
を
受
け

ま
す
。
な
お
、
技
術
管
理
者
は
山

形
県
鶴
岡
市
在
住
の
方
を
依
頼
し
、

さ
ら
に
職
員
３
人
が
運
営
管
理
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　
　

落
雷
被
害
の
た
め
、
公
共
下

水
道
施
設
被
害
復
旧
経
費
の
工
事

請
負
費
に
対
す
る
建
物
共
済
災
害

共
済
金
と
の
差
額
が
約
９
０
０
万

円
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
内
容
は
。

	

市
の
持
ち
出
し
分
で
す
。

問答
　
　

今
後
、
落
雷
対
策
を
ど
の
よ

う
に
行
っ
て
い
く
の
で
す
か
。

	

他
に
も
被
害
を
受
け
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
暫
定
的
に

順
次
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

　
　

集
落
排
水
処
理
施
設
の
維
持

管
理
は
各
地
区
で
何
社
で
す
か
。

	

神
林
地
区
１
社
、
荒
川
地
区

１
社
、
村
上
地
区
１
社
、
山
北
地

区
２
社
で
す
が
、
対
応
で
き
な
い

も
の
は
地
元
電
気
事
業
者
に
依
頼

し
て
い
ま
す
。

　
　

出
納
業
務
は
、
全
地
区
に
お

問答問答問

メ
リ
ッ
ト
は
何
で
す
か
。

	

均
等
割
11
万
１
千
円
、
リ
フ

ト
の
基
数
割
、
リ
フ
ト
の
売
り
上

げ
に
応
じ
た
割
合
の
収
入
割
で
算

出
さ
れ
ま
す
。
メ
リ
ッ
ト
は
安
全

講
習
や
訓
練
の
実
施
、
安
全
統
括

管
理
者
の
研
修
会
や
免
税
軽
油
の

割
引
延
長
な
ど
の
国
へ
の
陳
情
を

行
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
　

今
年
か
ら
索
道
の
維
持
管
理

も
外
部
委
託
と
す
る
と
の
こ
と
で

す
が
、
市
と
し
て
安
全
に
関
す
る

講
習
は
受
け
な
い
の
で
す
か
。

	

委
託
し
た
内
容
を
確
認
す
る

上
で
も
講
習
会
等
の
知
識
は
必
要

答問答

	

業
務
に
も
よ
り
ま
す
が
、
約

８
社
で
す
。

答

　
　

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
は
、

管
工
事
組
合
へ
の
発
注
で
な
く
、

個
別
の
事
業
者
に
発
注
し
て
い
る

の
で
す
か
。

	

地
区
に
よ
り
形
態
が
違
っ
て

い
て
、
管
工
事
組
合
に
お
願
い
し

て
い
る
地
区
、
事
業
所
、
会
社
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
願

い
し
て
い
る
地
区
が
あ
り
ま
す
。

　
　

ハ
ン
デ
ィ
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
検

針
用
の
携
帯
情
報
端
末
）
を
増
や

せ
ば
、
検
針
が
効
率
的
に
な
る
と

聞
き
ま
す
が
。

	

現
在
、
市
に
46
台
あ
り
ま
す

が
、
１
台
30
万
円
す
る
の
で
、
地

区
ご
と
の
使
用
時
間
を
調
整
等
し

て
、
そ
れ
で
も
不
足
で
あ
れ
ば
検

討
し
ま
す
。

◆
市
道
路
線
の
認
定　
１
件

◆
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

以
上
を
中
心
に
審
査
し
ま
し
た
。

26
年
度 

上
水
道
事
業
会
計
決
算

問答問答27
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算

27
年
度 

特
別
会
計
補
正
予
算

水道メーターの検針で使うハンディターミナル

い
て
１
週
間
か
ら
５
日
間
で
実
施

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
委
託
を
受

け
る
業
者
負
担
が
大
き
い
の
で
は

な
い
で
す
か
。

	

委
託
先
か
ら
話
は
聞
い
て
お

り
、
今
後
は
滞
納
整
理
な
ど
、
下

水
道
課
で
で
き
る
分
、
委
託
す
る

分
、
そ
れ
以
外
の
分
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

◆
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　
　

測
量
設
計
委
託
は
、
何
社
く

ら
い
あ
る
の
で
す
か
。

答問

平成27年11月15日発行　第38号

（ ）14むらかみ市議会だより
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回
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議
決
結
果

　平成27年第３回定例会が、９月１日から29日までの29日間の会期で開催され、市長提案31件、
議会側提案の請願１件、議員発議４件を議決し、閉会しました。

平成27年 第３回定例会 議決結果

議案審議結果
議案番号 事　　件　　名 結果 表決

請願第４号
年金積立金の専ら被保険者の利益のた
めの安全かつ確実な運用に関する意見
書の採択を求める請願

採択 賛成
多数

議 員 発 議
第 ９ 号

学費と教育条件の公私間格差是正に向
け、私学助成の増額・拡充を求める意
見書の提出について

原案
可決

全会
一致

議 員 発 議
第　10　号

学費と教育条件の公私間格差是正に向
け、私学助成の増額・拡充を求める意
見書の提出について

原案
可決

全会
一致

議 員 発 議
第　11　号

年金積立金の専ら被保険者の利益のた
めの安全かつ確実な運用に関する意見
書の提出について

原案
可決

賛成
多数

議 員 発 議
第　12　号

村上市議会会議規則の一部を改正する
規則制定について

原案
可決

全会
一致

報第	 10号 公益財団法人イヨボヤの里開発公社の
経営状況の報告について 報告 －

報第	 11号 公益財団法人山北産業振興公社の経営
状況の報告について 報告 －

報第	 12号 平成26年度決算に基づく健全化判断比
率及び資金不足比率の報告について 報告 －

議第109号
専決処分の承認を求めることについて
（専第18号	平成27年度村上市一般会計
補正予算（第５号））

承認 全会
一致

議第110号 村上市情報公開条例の一部を改正する
条例制定について

原案
可決

全会
一致

議第111号 村上市個人情報保護条例の一部を改正
する条例制定について

原案
可決

賛成
多数

議第112号 村上市職員の再任用に関する条例の一
部を改正する条例制定について

原案
可決

全会
一致

議第113号
村上市村上駅周辺まちづくりプラン等
策定委員会条例を廃止する条例制定に
ついて

原案
可決

全会
一致

議第114号 村上市手数料条例の一部を改正する条
例制定について

原案
可決

全会
一致

議第115号 村上市児童公園条例の一部を改正する
条例制定について

原案
可決

全会
一致

議第116号 市道路線の認定について 原案
可決

全会
一致

議第117号 村上市営住宅条例の一部を改正する条
例制定について

原案
可決

全会
一致

議第118号 平成27年度村上市一般会計補正予算（第
６号）

原案
可決

全会
一致

議案番号 事　　件　　名 結果 表決

議第119号 平成27年度村上市情報通信事業特別会
計補正予算（第１号）

原案
可決

全会
一致

議第120号 平成27年度村上市蒲萄スキー場特別会
計補正予算（第１号）

原案
可決

全会
一致

議第121号 平成27年度村上市国民健康保険特別会
計補正予算（第１号）

原案
可決

全会
一致

議第122号 平成27年度村上市介護保険特別会計補
正予算（第２号）

原案
可決

全会
一致

議第123号 平成27年度村上市下水道事業特別会計
補正予算（第１号）

原案
可決

全会
一致

議第124号 平成27年度村上市集落排水事業特別会
計補正予算（第１号）

原案
可決

全会
一致

議第125号 平成26年度村上市一般会計歳入歳出決
算認定について 承認 賛成

多数

議第126号 平成26年度村上市土地取得特別会計歳
入歳出決算認定について 承認 全会

一致

議第127号 平成26年度村上市情報通信事業特別会
計歳入歳出決算認定について 承認 全会

一致

議第128号 平成26年度村上市蒲萄スキー場特別会
計歳入歳出決算認定について 承認 全会

一致

議第129号 平成26年度村上市国民健康保険特別会
計歳入歳出決算認定について 承認 賛成

多数

議第130号 平成26年度村上市後期高齢者医療特別
会計歳入歳出決算認定について 承認 賛成

多数

議第131号 平成26年度村上市介護保険特別会計歳
入歳出決算認定について 承認 賛成

多数

議第132号 平成26年度村上市下水道事業特別会計
歳入歳出決算認定について 承認 賛成

多数

議第133号 平成26年度村上市集落排水事業特別会
計歳入歳出決算認定について 承認 賛成

多数

議第134号 平成26年度村上市簡易水道事業特別会
計歳入歳出決算認定について 承認 賛成

多数

議第135号 平成26年度村上市上水道事業会計決算
認定について 承認 賛成

多数

議第136号 平成27年度村上市一般会計補正予算（第
７号）

原案
可決

全会
一致

平成27年11月15日発行　第38号
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請願の審議結果
件　　　　　名 請　　　願　　　者 紹介議員の氏名 付託委員会 審議結果

年金積立金の専ら被保険者の利益の
ための安全かつ確実な運用に関する
意見書の採択を求める請願

連合新潟下越地域協議会	
	 議長　福　井　正　史 滝沢　武司 市 民 厚 生

常任委員会 採　択

陳情の審査結果
件　　　　　名 陳　　　情　　　者 所属委員会 審査結果

「学費と教育条件の公私間格差是正
にむけ、私立高等学校への私学助成
の増額・拡充を求める意見書」の採
択に関する陳情

新潟県私学の公費助成をすすめる会
	 会長　中　村　直　美 総務文教常任委員会 願意了承

外国人の扶養控除制度の見直しを求
める意見書の採択を求める陳情

　
	 小　坪　慎　也 市民厚生常任委員会 継続審査

平成27年11月15日発行　第38号

（ ）16むらかみ市議会だより

※１　可決　：　全員賛成または賛成多数により可決、同意、承認、認定、採択等と議決したもの
　　　否決　：　賛成少数または賛成なしにより否決、不採択等と議決したもの
※２　議長は地方自治法第116条の規定により表決に参加しません。
※３　片野鉄雄議員は欠席したため表決に参加しませんでした。

議案番号

議決
結果
※１

鷲ヶ巣会 清流会 市民クラブ 日本
共産党

市政
クラブ 高志会 凛政の風

村上未来
賛否
結果

特　
　

記

◎ ＊
※2
◎ ＊ ◎ ＊ ◎ ＊ ◎ ＊ ◎ ＊ ◎ ＊

賛　
　

成

反　
　

対

木
村　

貞
雄

鈴
木
い
せ
子

片
野　

鉄
雄

山
田　
　

勉

大
滝　

久
志

大
滝　

国
吉

渡
辺　
　

昌

三
田　

敏
秋

平
山　
　

耕

小
林　

重
平

川
崎　

健
二

滝
沢　

武
司

冨
樫
宇
栄
一

小
池　
　

晃

本
間　

清
人

相
馬　

エ
イ

竹
内
喜
代
嗣

川
村　

敏
晴

小
杉　

和
也

佐
藤　

重
陽

尾
形　

修
平

齋
藤
信
一
郎

長
谷
川　

孝

板
垣
千
代
子

請願第４号　 可
決 × ○ ※３ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 21 1

議員発議第11号 可
決 × ○ ※３ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 21 1

議第111号 可
決 ○ ○ ※３ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 18 4

議第125号 可
決 ○ ○ ※３ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20 2

議第129号 可
決 ○ ○ ※３ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20 2

議第130号 可
決 ○ ○ ※３ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20 2

議第131号 可
決 ○ ○ ※３ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20 2

議第132号 可
決 ○ ○ ※３ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20 2

議第133号 可
決 ○ ○ ※３ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20 2

議第134号 可
決 ○ ○ ※３ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20 2

議第135号 可
決 ○ ○ ※３ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20 2

◎：会派の代表者　＊：会派の会計責任者　
各議員の賛否 賛否が分かれた前ページの網掛けの議案について、議員の賛否を公表します。
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【議第129号】平成26年度村上市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

【議第131号】平成26年度村上市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について

　　　　　小林　重平賛成討論
　年々かさむ医療費により、国民健康保険の運営が厳しくなってきています。このため、一般会
計から繰り入れを行い運営しているのが実態であります。そのような中、市民の健康のために子
宮頸がん、胃がん検診等の施策に取り組んで、少しでも市民の健康増進に役立っていることは、
大変重要であると思います。これからも市民の健康と幸せのために力を入れていただくことを願い、
賛成するものです。

　　　　　相馬　エイ反対討論
　国民健康保険税の均等割は、18歳未満の子どもにも３万5900円かかり、県内でも上位で市民の
負担は大変です。参議院厚生労働委員会で、日本共産党の小池晃議員は、子どもが多い世帯ほど
国民健康保険税の負担が重くなる問題を追求。「均等割」は「子育て支援への逆行」「人頭税」と
いう指摘に、厚生労働省は、「子どもの均等割」は地方自治体からも「軽減措置の導入」が要求さ
れていると言明し、検討を約束しました。

　　　　　相馬　エイ反対討論
　28年度からの「新総合事業」において、市は、国が進める安上がりの「サービスＡ」は実施せず、
利用者の考えを大事にして住民の立場に立って仕事をしようとする姿勢は素晴らしいです。一方、
介護報酬の大幅切り下げは、介護事業者の不安を高めています。冬場の訪問介護は除雪からしな
ければならず、過疎加算もあるが何らかの対策が必要です。地域の介護事業を支えている雪国の
介護事業者の切実な声を、国、県にしっかりと届けてください。

　　　　　小林　重平賛成討論
　高齢化が想定以上に進んだ今日、介護も対応が追い付かないというのが現状であると思います。
待機者が全国で52万人と言われ、本市でも700人の方がいます。国費を投じるべきとの意見があ
りますが、国にもお金がなく、それではいつまでたってもこの問題は解決しないと考えられます。
村上市も大変でありますが、行政には村上市の介護のためにしっかりと取り組んでいただくこと
をお願いして、賛成といたします。

　　　　　竹内喜代嗣反対討論
　本市の国民健康保険税の全国平均は、所得400万円の単身世帯で１万1047円高く、40歳代４人
世帯で３万1464円高いです。一方、70歳代の２人家族の場合は、年金340万円、固定資産税８万
円で全国平均より8339円安いです。また、現在、国民健康保険税を滞納している方が18％です。
滞納者が２割近くいることを看過するのではなく、一般会計からの繰り入れを含めて、国民健康
保険税の引き下げを図るべきです。

　９月定例会最終日、出産を理由に市議会議員が議
会や委員会を欠席可能とする会議規則の一部改正が
議員発議により議案上程され、全会一致で可決され
ました。
　この改正は、女性議員が活躍できる環境を整える
ため、有村治子女性活躍担当大臣から全国市議会議
長会を通じての要請を受けて改正を行ったものです。
　市議会において、これから一層女性の活躍が期待
されます。

女性議員の産休可能に

認定

認定

平成27年11月15日発行　第38号
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11/17日 ㈫ 請願・陳情の提出期限（正午まで）

12/1日 ㈫ 定例会初日（本会議）

３,４,７,８日 ㈭,㈮,㈪,㈫ 一般質問（本会議）

9日 ㈬ 一般会計予算審査特別委員会、総務文教常任委員会

10日 ㈭ 一般会計予算審査特別委員会、市民厚生常任委員会

11日 ㈮ 一般会計予算審査特別委員会、経済建設常任委員会

18日 ㈮ 定例会最終日（本会議）
＊この日程は変更されることがあります。＊開会時間は午前10時です。

平成27年第４回定例会のお知らせ（予定）



議
会
の
取
り
組
み

一
堂
に
会
し
て
意
見
交
換
会
を
行

い
ま
し
た
。

　

懇
談
会
の
は
じ
め
に
、
市
農
林

水
産
課
か
ら
本
市
の
森
林
林
業
の

概
要
説
明
の
の
ち
、
県
農
林
水
産

部
林
政
課
か
ら
県
内
の
構
造
公
共

物
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
県
森

林
研
究
所
か
ら
Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
繊
維
方

向
が
直
交
す
る
よ
う
に
ひ
き
板
を

重
ね
て
接
着
し
強
度
を
増
し
た
板

状
の
材
料
）
の
基
礎
に
つ
い
て
講

話
を
い
た
だ
き
、
林
業
の
現
状
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　【
参
加
者
の
ご
意
見
】

◆
森
林
所
有
者

　

戦
後
の
植
林
か
ら
50
～
60
年
経

ち
主
伐
し
た
い
が
、
持
続
可
能
な

森
林
整
備
の
た
め
、
再
造
林
で
き

る
よ
う
補
助
体
制
を
構
築
し
て
ほ

し
い
。

◆ 

森
林
整
備
・
素
材
生
産
・
木
材

運
搬
関
係

　

輸
送
コ
ス
ト
が
下
が
る
よ
う
林

道
改
良
工
事
を
進
め
て
ほ
し
い
。

運
賃
補
助
の
財
源
と
な
る
よ
う
森

　

木
材
価
格
の
低
迷
、
林
業
従
事

者
の
高
齢
化
・
担
い
手
不
足
、
木

造
住
宅
建
築
需
要
の
落
ち
込
み
な

ど
非
常
に
厳
し
い
状
況
下
に
あ
る

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
の
振
興

策
を
探
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
林
業
振
興
懇
談
会
」。
10
月
13

日
、
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
に

て
、
林
業
関
係
団
体
、
行
政
担
当

者
（
県
・
市
）、
市
議
会
議
員
が

林
環
境
税
を
導
入
し
て
ほ
し
い
。

産
業
に
携
わ
る
人
材
確
保
の
た
め

生
活
で
き
る
仕
組
み
が
必
要
。

◆
木
材
加
工
・
製
材
関
係

　

地
元
の
中
学
生
は
鮭
な
ど
の
地

元
産
物
は
知
っ
て
い
て
も
杉
の
産

地
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
木
を

切
る
こ
と
は
環
境
破
壊
と
誤
っ
て

認
識
し
て
い
る
。
越
後
杉
ブ
ラ
ン

ド
材
を
使
用
し
た
建
物
な
ど
を
通

じ
て
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
が
必
要
。

◆
市
議
会
議
員

　

公
共
施
設
の
地
元
産
材
利
用
を

進
め
た
い
。
林
業
や
森
林
関
係
の

教
育
が
少
な
か
っ
た
。
地
元
産
材

を
使
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

市
議
会
で
は
い
た
だ
い
た
ご
意

見
を
基
に
、
行
政
と
共
に
林
業
振

興
の
た
め
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

10
月
26
日
、
27
日
に
当
市
議
会

の
議
員
17
人
が
初
め
て
棚
倉
町
を

訪
問
し
、
同
町
議
会
議
員
と
の
交

流
を
行
い
ま
し
た
。

　

棚
倉
町
は
福
島
県
南
部
に
位
置

し
、
栃
木
県
や
茨
城
県
と
も
接
し

て
お
り
、
人
口
は
約
１
万
４
千
人

で
す
。
江
戸
時
代
に
は
棚
倉
藩
６

万
石
の
城
下
町
で
あ
り
、
こ
の
地

域
の
政
治
・
経
済
・
文
化
の
中
心

地
と
し
て
、
ま
た
交
通
の
要
所
と

し
て
栄
え
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
訪
問
は
、
江
戸
時

代
前
期
に
５
代
に
わ
た
り
棚
倉
藩

城
主
で
あ
っ
た
内
藤
弌
信
（
か
ず

の
ぶ
）
公
が
大
坂
城
代
な
ど
を
経

て
、
お
国
替
え
に
よ
り
村
上
藩
城

主
と
な
っ
た
ご
縁
に
よ
る
も
の
で

す
。

　

25
年
に
は
棚
倉
町
議
会
の
正
副

議
長
や
教
育
長
、
26
年
に
は
全
議

員
が
村
上
市
に
視
察
に
来
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
回
は
当
市
議

会
が
棚
倉
町
を
訪
問
し
、
議
会
や

町
長
と
の
交
流
の
他
、
堀
や
土
塁

の
残
る
棚
倉
城
跡
、
内
藤
家
ゆ
か

り
の
蓮
家
寺
（
写
真
上
）
な
ど
を

視
察
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
議
会
と
し
ま
し
て
も
、

こ
の
ご
縁
が
両
町
市
の
発
展
に
つ

な
が
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
元
産
材
の
利
用
促
進
を

棚
倉
町
議
会
と
交
流
会

「
村
上
市
林
業
振
興
懇
談
会
」
を
開
催

村
上
城
主
内
藤
公
の
ご
縁
で
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閉
会
中
事
務
調
査
・
行
政
視
察

　市議会は会期が終了すると
閉会しますが、各常任委員会
では、閉会中に各所管の事務
調査を行っています。 10月18日 閉会中事務調査

総
務
文
教
常
任
委
員
会

元
気
な
地
域
づ
く
り

に
貢
献

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
現
状
把
握
の
た
め
、
サ
ン
ス
マ

イ
ル
あ
ら
か
わ
、
希
楽
々
、
ウ
ェ

ル
ネ
ス
む
ら
か
み
、
愛
ラ
ン
ド
あ

さ
ひ
、
さ
ん
ぽ
く
ス
ポ
ー
ツ
協
会

へ
伺
い
、
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
財
政
強
化
や
ス
タ
ッ

フ
の
育
成
が
懸
念
さ
れ
、
ま
た
、

体
育
施
設
の
指
定
管
理
者
（
荒
川

・
山
北
地
区
は
28
年
度
か
ら
を
予

定
）
と
し
て
、
老
朽
化
施
設
の
運

営
管
理
に
苦
心
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

行
政
と
の
連
携
と
事
業
拡
充
に

よ
り
、
元
気
な
地
域
づ
く
り
へ
の

貢
献
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

市政をチェック！

　広報特別委員会では、10月14日に山形県庄内町
議会（町村議会広報コンクール24年度最優秀賞）、
15日に宮城県川崎町議会（同26年度優秀賞第３位）
へ委員全員で、議会広報の発行および編集につい
て研修してきました。
　山形県庄内町議会では、山形県出身の小説家、
故井上ひさし氏が提唱した「難しいことをやさしく、
やさしいことを深く、深いことをゆかいに、ゆか
いなことを真面目に書く」を編集方針として、議
会基本条例の下で議会改革と議会広報を一体化し
た取り組みが進められています。私たちも数々の
研修を重ね、そのたびに新しい知識の下に日々改
革をしてきましたが、村上市議会の及ぶところで
ない熱意とご努力を感じました。
　宮城県川崎町議会では、「目指せ！全国制覇（笑）」
を合言葉に、町村議会広報コンクールで日本一を
取るまでは、現委員でがんばるとのことです。委
員の皆さんの意気込みとチームワークに、市民目
線での議会広報作成の重要性を再確認いたしました。
　このたびの研修を踏まえ、まずは市民の皆さん
に市議会だよりを手に取ってもらえるよう、そし
て市民の皆さんが何を知りたいのか考え、編集し
ていきたいと思います。

（広報特別委員長　鈴木いせ子）

山形県庄内町議会の皆さんと一緒に

宮城県川崎町議会の議場で研修

広報委員会
行 政 視 察 議会改革と広報は車の両輪
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む
ら
か
み
市
議
会
だ
よ
り 子ども大好き！自然大好き！

太
おお

田
た

　明
あき

子
こ

さん（長井町）

村上の自然の香りをお届けしたい

　静岡県の大学で教員として研究・教育を行いな
がら、自分で立ち上げたベンチャー企業を経営し
ていました。村上在住の主人と出会い、結婚を機
に平成24年から村上へ移り住みました。
　現在は３歳の息子がいます。自然に囲まれ、美
味しい食べものがたくさんある村上で、ご近所の
方々に見守られながら安心して子育てをすること
ができる環境は、贅沢なことだとありがたく感じ
ています。
　雪の季節に子どもが走り回ることができる場所
が少ないので、小さい子ども向けの屋内公園が近
くにあれば嬉しいです。

　初めて村上の秋の紅葉を見たとき、山全体が朱
く染まってとても美しく、太平洋側にしか住んだ
ことのない私には感動的な景色でした。
　村上の山、樹木の香りを紹介したいと思い、山
北の林業家さんやさまざまな方にご協力いただい
て、昨年から、自分の会社で村上の杉や桧の天然
の香り成分（精油）を抽出してエッセンシャルオ
イルなどを製品化し、女性２人で販売しています。
　新潟で出会う方々は皆さんとても優しく「よく
来てくれたね」と県外から来た私を受け入れ、応
援してくださるので、この仕事を通して少しでも
村上に貢献できればと日々思っています。

　私は太田明子と申します。生まれは東京の世田
谷です。
　結婚を機に村上に越して10月で満２年になり
ました。
　その前は長野で10年、自然学校のスタッフを
していました。今は、NPO法人総合型地域スポ
ーツクラブウェルネスむらかみで、子どものうん
どう教室や、高齢者の介護予防教室の指導などを
しています。

　村上では、農業や子育て、まちづくりをおおら
かに助け合い、楽しく巻き込む人との出会いを通
し、自分の役割を考えることが楽しくなりました。
　私は子どもが大好きです。
　ワクワクから遊び、仲間や自然と関わり学ぶ子
どもの成長にじっくり向き合える大人でありたい
と思っています。
　新潟生まれの主人は、新潟への愛着が強く、今、
朝日みどり小学校で教員をしています。
　これからも、夫婦ともども村上暮らしを楽しみ
たいと思います。

富
と

樫
がし

　万
ま

理
り

さん（飯野一丁目）
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